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主な内容● ●

喜多方市・喜多方市社会福祉協議会主 催

お問合せ先 第12回喜多方市社会福祉大会実行委員会事務局
（喜多方市社会福祉協議会内）
喜多方市字上江3646番地1　TEL.0241-23-3231

社会福祉大会はどなたでも参加できます。
お誘いあわせの上、ご来場ください。（入場無料）

9：30～ 式　典
 ●社会福祉功労者表彰
 ●福祉に関する作文発表

11：00～   記念講演

内 容

記念
講演

《講師》   堀田　 力 氏
　　　  （公益財団法人さわやか福祉財団会長/弁護士）

ほ っ  た つとむ

と き 平成28年
11月22日㈫ 午前9:30～

ところ 喜多方市総合福祉センター　　　　　　　　多目的ホール

市民皆様が一堂に会し、「ふれあいと喜び多いまちづくり」を
推進していくことを誓い、あわせて社会福祉の発展に功績のあった方々を顕彰し

感謝の意を表するために大会を開催いたします。

第12回 喜多方市社会福祉大会

「みんなで支え合う地域をつくるのは、今」



市民の皆さま、学校、企業、
ボランティア　他 共同募金会 市内の福祉のために

災害時に

平成２８年度の
喜多方市の目標額
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　共同募金は社会福祉法に基づいた「自分の住む街の福祉の充実」のための募金です。
　毎年、厚生労働大臣が定める期間に全国一斉に行われておりますが、募金されたお金はその地域のた
めに使われる「自分のまちをよくするしくみ」です。集められた募金の一部は災害が起こった際の備えとし
て積み立てています。この積み立ては、大規模災害が起こった際に、災害ボランティア活動支援など、被
災地を応援するために使われています。また、１２月から始まる歳末たすけあい募金も共同募金運動の一
環で、新たな年を迎える時期に支援を必要とする人たちが、地域で安心して暮せるよう、皆さまのやさしさ
を届ける募金です。

　共同募金は法律により、事前に「その地域で行われる福祉活動に必要な額」を基に、使いみちや集める
額（目標額）を定めることを義務づけられている募金です。「その年に、その地域で必要な額」が目標額とな
ります。なお、目標額はあくまでも目安ですので、共同募金の趣旨をご理解いただき、ご協力いただければ
幸いです。

募　金 募金の活用

○共同募金って？○共同募金って？○共同募金って？

○目標額って？○目標額って？○目標額って？

赤い羽根共同募金運動に

ご協力お願いします！

共　同　募　金
歳末たすけあい

8,418,000円
4,633,000円

○民生児童委員連合会や老人クラブ連合会、身体障がい者
福祉会などの福祉団体の支援に
○傾聴ボランティアや除雪ボランティア等各種ボランティアの
ために　

地域の福祉のために

○高齢者のいきがい支援としていきいきサロンの推進に

高齢者のために

○おもちゃ図書館の運営や子育て支援に
○児童、生徒のボランティア活動推進や高校生のボランティア
体験等に

児童・青少年のために

○生活困難世帯、在宅長期療養者などへのお見舞金、　　　　
おせち料理配食事業、その他の福祉活動に

歳末たすけあい

　皆さまからお寄せいただいた募金は地域で高齢者や児童・生徒、障がい者などの福祉向上のために様々な
カタチで活かされています。

募金がどのように役立てられているか、下記ホームページ赤い羽根
データベース「はねっと」にてご覧いただけます。

http://www.akaihane.or.jp/ 検  索

　共同募金会は、税制上、国と地方公共団体と同じように、寄
付に対する『優遇措置の対象団体』になっています。
　税制上の優遇措置が講じられているのは、共同募金会の行
う事業が社会福祉法によって位置づけられた運動であり、共
同募金による助成が社会福祉の増進に貢献していると、社会
的評価を得ているためです。
※所得税の確定申告の際は本会の領収書を添付して下さい。

共同募金会は税制優遇措置の対象団体です

おも
ちゃ図書館　

除
雪ボ
ランティア　

高

齢
者い
きいきサロン

　

○募金はどんなことに使われているの？○募金はどんなことに使われているの？○募金はどんなことに使われているの？

　赤い羽根共同募金は
皆さまのやさしさを地域で分け合う募金です。

ご協力よろしくお願いします。　

　赤い羽根共同募金は
皆さまのやさしさを地域で分け合う募金です。

ご協力よろしくお願いします。　

　赤い羽根共同募金は
皆さまのやさしさを地域で分け合う募金です。

ご協力よろしくお願いします。　
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○民生児童委員連合会や老人クラブ連合会、身体障がい者
福祉会などの福祉団体の支援に
○傾聴ボランティアや除雪ボランティア等各種ボランティアの
ために　

地域の福祉のために

○高齢者のいきがい支援としていきいきサロンの推進に

高齢者のために

○おもちゃ図書館の運営や子育て支援に
○児童、生徒のボランティア活動推進や高校生のボランティア
体験等に

児童・青少年のために

○生活困難世帯、在宅長期療養者などへのお見舞金、　　　　
おせち料理配食事業、その他の福祉活動に

歳末たすけあい

　皆さまからお寄せいただいた募金は地域で高齢者や児童・生徒、障がい者などの福祉向上のために様々な
カタチで活かされています。

募金がどのように役立てられているか、下記ホームページ赤い羽根
データベース「はねっと」にてご覧いただけます。

http://www.akaihane.or.jp/ 検  索

　共同募金会は、税制上、国と地方公共団体と同じように、寄
付に対する『優遇措置の対象団体』になっています。
　税制上の優遇措置が講じられているのは、共同募金会の行
う事業が社会福祉法によって位置づけられた運動であり、共
同募金による助成が社会福祉の増進に貢献していると、社会
的評価を得ているためです。
※所得税の確定申告の際は本会の領収書を添付して下さい。

共同募金会は税制優遇措置の対象団体です

おも
ちゃ図書館　

除
雪ボ
ランティア　

高

齢
者い
きいきサロン

　
○募金はどんなことに使われているの？○募金はどんなことに使われているの？○募金はどんなことに使われているの？

　赤い羽根共同募金は
皆さまのやさしさを地域で分け合う募金です。

ご協力よろしくお願いします。　

　赤い羽根共同募金は
皆さまのやさしさを地域で分け合う募金です。

ご協力よろしくお願いします。　

　赤い羽根共同募金は
皆さまのやさしさを地域で分け合う募金です。

ご協力よろしくお願いします。　
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　喜多方市社会福祉協議会で開催しているおもちゃ図書館では、季節に合わせた行事など
も行い、楽しく過ごしていただいています。中でも、流しそうめんは大好評！みんなでワイ
ワイ食べる流しそうめんは、水びたしになっても、おいしい！楽しい！ご自宅ではなかなか
出来ない流しそうめん、来年の夏も実施しますので是非おいでください。

盛り上がります！流しそうめん！盛り上がります！流しそうめん！

おもちゃ図書館おもちゃ図書館
　ひよこクラブとおもちゃ図書館の
合同で近くのりんご園へ行き、甘く
ておいしいりんごの試食と「りんご
狩り」をしてきました。雨上がりの曇
り空でしたが、赤く実ったりんごを、
親子で選びながらもぎ取る楽しさは
格別の体験でした。

デイ友愛訪問デイ友愛訪問
　高郷デイサービスセンター
へ舞踊暁流の皆さんが来所
し、日本舞踊をご披露ください
ました。また、歌謡曲に合わせ
た華麗な振り付けと軽やかな
踊りで、利用者の皆さんはた
いへん喜んでいました。

高郷
地区

そうめんのほか
に、トマトやゼリー、
食べやすくカットし
たスイカも流し
ました。

子ども
たちはもちろん、
お母さんたちも
「楽しい！」

サマーショート
ボランティアスクー
ルに参加している中
学生の皆さんと
一緒に

そうめんを
流す「トイ」に
興味津 ♪々

社会福祉協議会では、社協だよりと
ホームページを活用した企業広告を募集します！

きたかた社協だよりでは下記の広告スペースに、年間4回発行の各号で募集します。ホームページではトップページに設置するインター
ネット企業広告のスペースに6ヶ月単位で募集します。詳しくは、社会福祉協議会総務企画係までお問い合わせ下さい。

社協だより広告募集社協だより広告募集
○スペース：91ｍｍ×55ｍｍ（名刺サイズ）

○　  色　 ：カラー（場合によっては単色）

○広 告 料：1回  5,400円（税込み）

ホームページ企業広告募集ホームページ企業広告募集

○１　　枠：上下44ﾋﾟｸｾﾙ×左右124ﾋﾟｸｾﾙ
　　　　　  画像：GIF形式 容量：4ｷﾛﾊ ｲ゙ﾄ以内
○　  色　 ：カラー
○広 告 料：月  3,240円（税込み）

企業広告 企業広告 企業広告

高齢者疑似体験出張授業高齢者疑似体験出張授業
　喜多方桐桜高校３年生の選択授業「生活と福祉」で、
高齢者の心身の特徴や高齢社会の現状及び福祉など
についてお話をしてきました。講義の後、高齢者疑似
体験セットを全員が身につけ、歩行や階段の上り下り、
ドアの開け閉めなどを体験してもらいました。
　この体験を通し
て高齢者に関する
正しい認識を持
ち、家庭や地域の
高齢者の皆さんと
関わってほしいと
思います。

喜多方
地区 『だれでも集まれる場所（居場所）』を

 話合う会《ふれあい福祉協議会》
『だれでも集まれる場所（居場所）』を
 話合う会《ふれあい福祉協議会》

熱塩加納
地区

～一人暮らし高齢者外出支援事業
　 「日帰りお楽しみ会」～
～一人暮らし高齢者外出支援事業
　 「日帰りお楽しみ会」～

　前日までの台風の影響もあり、参加者が減ってしま
いましたが、当日は風は強いものの天気の良い暖かい
日となり、車内でのおしゃべりに花を咲かせながら、
いわき市にある「いわき・ら・ら・ミュウ」での鮮魚ショッ
ピングを楽しみました。また「金澤翔子美術館」の見
学では、職員の説明
を受けながら、ダウ
ン症の女流書家“金
澤翔子さん”の力強
くすばらしい書に感動
し楽しい１日をすごし
ました。

塩川
地区 デイボランティアデイボランティア

山都
地区

　サマーショートボランティアスクールでデイサービス
ボランティア体験を実施し、山都中学校生徒2名が参
加しました。入浴時の着脱介助、昼食及び3時のおや
つの配膳やデイサービス利用者の皆さんと一緒にレク
リエーションにも参加しました。一日を通して利用者の
皆さんも山都中学校生徒も楽しく過ごせたようでした。

　地域の人が、『気軽に』『いつでも』『だれでも』集まれる“居場
所”があるといいよねぇ、という思いから案内を出したところ２１
人が集まり、地域座談会と称してみなさんで話し合いました。
　喜多方市主催の「高齢者に寄りそうまちづくり」学習会に案
内があった方をお誘いして、熱塩加納町のさらなる福祉向上の
ため、意見を出し合いました。
　自主的に“茶話会（居場所）”を開催している地区の紹介をし
た方やこれからやってみたいと思っている方など、だれでも集
まれる“居場所”は必要と、みなさんはさらに思いを深めていま
した。
　いままでになかった座談会で、みなさんから定期的に開催し
てほしいとのこと、貴重なご意見ありがとうございました。

【居場所のイメージ】
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し楽しい１日をすごし
ました。

塩川
地区 デイボランティアデイボランティア

山都
地区

　サマーショートボランティアスクールでデイサービス
ボランティア体験を実施し、山都中学校生徒2名が参
加しました。入浴時の着脱介助、昼食及び3時のおや
つの配膳やデイサービス利用者の皆さんと一緒にレク
リエーションにも参加しました。一日を通して利用者の
皆さんも山都中学校生徒も楽しく過ごせたようでした。

　地域の人が、『気軽に』『いつでも』『だれでも』集まれる“居場
所”があるといいよねぇ、という思いから案内を出したところ２１
人が集まり、地域座談会と称してみなさんで話し合いました。
　喜多方市主催の「高齢者に寄りそうまちづくり」学習会に案
内があった方をお誘いして、熱塩加納町のさらなる福祉向上の
ため、意見を出し合いました。
　自主的に“茶話会（居場所）”を開催している地区の紹介をし
た方やこれからやってみたいと思っている方など、だれでも集
まれる“居場所”は必要と、みなさんはさらに思いを深めていま
した。
　いままでになかった座談会で、みなさんから定期的に開催し
てほしいとのこと、貴重なご意見ありがとうございました。

【居場所のイメージ】
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サマーショート
ボランティアスクール

　９月24日（土）にパルセいいざかで「第19回ふく
しまボランティアフェスティバル」が開催されまし
た。
　式典では、多年に渡るボランティア活動が特に顕
著な方々が功労表彰され、本市でも下記の方々が
表彰されました。
　これからも喜多方市の福祉発展のため、ご活躍
されますことをご期待いたします。

第１９回ふくしまボランティアフェスティバルに参加しました！

＜ボランティア功労者受賞者＞※敬称略
〇福島県社会福祉協議会長感謝
　関　本　文　子 池　田　京　子
　大　原　キヨイ 小　汲　雪　子
　佐　藤　千代子 下　鳥　ミヨシ
　喜多方市第一婦人会

〇福島県知事表彰
　五十嵐　博　子
〇福島県知事感謝
　富　山　祝　子
　花みずきボランティア おめでとうございます。

　今年も夏休み期間を
利用し、児童・生徒にボ
ランティアを通して「福
祉の心」を育む機会と
するため、サマーショー

トボランティアスクールを実施しました。
　本・支所あわせて、市内小中高生34名が９施設
でボランティア体験を行いました。
　また、後日アンケートでは、
　●日常生活でも自ら行動していきたい。
　●将来就きたい仕事をしている自分が想像でき
　　た。参加してよかった。
　●ボランティア最高ー！
　などの回答があり、参加
したことに対し満足したよ
うでした。
　参加された学生の皆さ
ん、お疲れ様でした。来年
もたくさんの参加お待ち
しています！

第２講
「住み慣れたまちで
　　　　　　生き生きと」
斉藤　知道 氏
（福島県社会福祉協議会主任主査）

受講者数 104名

第１講
「身近な病気の
　　　　予防と対策」
武田　仁 氏
（ほっと☆きらりセンター長）

受講者数 117名

第３講
「音楽いきいき
　　ハッピー喜多方生活」
細川　佳那枝 氏
（音楽パフォーマー）

受講者数 124名

　医療・地域福祉・生活をテーマに３回にわたっ
て開催した本年度の「ふれあい社会福祉講座」は
延べ345名の市民の皆様に受講いただきました。
　全３講受講された59名の方には、11月に開催
する喜多方市社会福祉大会の席上で修了証を交
付いたします。

認知症予防の生活習慣認知症予防の生活習慣
　認知症の原因となる病気には、アルツハイマー病、脳血
管の病気など様々な病気がありますが、いずれの病気も、
日頃の生活習慣が発症や進行を予防する大きな要因にな
ります。
＊アルツハイマー病は、脳の中にアミロイドβ（ベータ）というたんぱく質
が溜まり、脳の神経細胞を死滅させます。40歳を過ぎたころからアミ
ロイドβは脳に溜り始め、年齢を重ねるにつれ溜りやすくなります。

＊認知症予備軍（軽度認知障害・ＭＣI・認知症ではないが軽度な認知機
能の低下を有する状態）の段階で適切な予防を行なえば、認知症の発
症を防ぐことや進行を遅らせることが出来ることが分かっています。

今すぐ
はじめよ

う!
元気な今こそ
チャンスです!

認知症は、予防
に勝る薬なし!

40代から取組もう!

●減塩　●栄養バランスの取れた食事　●腹八分目　●適度な飲酒

●野菜や果物を食べる（ビタミン、葉酸）　●魚を食べる（ＤＨＡ・ＥＰＡ）

●緑茶や適度に赤ワインを飲む（ポリフェノール）

食
事
食
事

●身体の状態にあった運動を無理なく
　継続する
●有酸素運動
　（ウォーキング、踏み台昇降、水泳、サイ
　クリングなど）を週3回、1回20分以上
　を目安に行なう
●筋力トレーニングを行なう
　（スクワット、かかと上げ下ろし等）

運
動
運
動

●人と会ったり、話をする機会をもつ

●趣味の活動を続ける

●ペットの世話をする

社
交
社
交

●生活習慣病（高血圧、糖尿病、脂質代謝
　異常症）の予防や治療をしっかり行う
●ラジオを聞きながら手作業するなど、
　一度に二つの事を同時に行なう
●物事の手順や段取りを考える　　　　
　（旅行、農作業、買物など）
●過去に体験したことを思い出す　　　
　（日記をつけるなど）

生
活
生
活

喜多方市地域包括支援センターだより

“よらんしょネット”
　地域包括支援センターは、高齢者の方が住
み慣れた地域で安心して生活できるよう総
合的に支えていくための拠点です。
　市役所、介護サービス事業所、病院、警察署
など関係機関と連携して困りごとの解決に努
め、地域の高齢者や家族を支えます。

お気軽にご相談ください。
TEL.0241-21-8856

あなたの街の
「喜多方市地域包括支援センター」　
元気を応援

！！
元気を応援

！！
元気を応援

！！
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資
源
回
収
に
ご

協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
運
動
と
は
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ

（
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
）を
収
集
し
、

そ
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
発
生
し

た
利
益
を
、発
展
途
上
国
の

子
ど
も
向
け
ワ
ク
チ
ン
代
と

し
て
寄
付
す
る
運
動
で
す
。

★
あ
な
た
の
行
動
が
世

界
の
子
ど
も
と
地

球
の
未
来
を
創
り

ま
す
！

★
小
さ
な
キ
ャ
ッ
プ
で

も
、分
け
れ
ば
資
源
！

★
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
価
値

あ
る
材
料
に
。

★
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
み
ん
な
で

集
め
よ
う
！

★
キ
ャ
ッ
プ
8
6
0
個
で

一
人
の
子
ど
も
の
命
が

救
え
ま
す
。

【
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
】

※

順
不
同
・
敬
称
略

＜

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ＞

　・本
田
金
属
技
術
㈱
喜
多
方
工
場

　・喜
多
方
理
容
師
会

　・岩
本
ト
ミ
子

＜

プ
ル
タ
ブ＞

　・目
黒
ミ
ヨ
子

　・市
立
第
一
小
学
校

　他
に
匿
名
で
多
く
の
方
か

ら
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。

わたしたち
（親）亡き後
が心配だ… 光熱水費、

保険料を滞納
している

引きこもりの子どもが
いるが、将来のことが心配

たくさん困ったことがあり、
何から手を付けてよいか

わからない

生活サポートセンターからのお知らせ ―平成27年4月1日開設―生活サポートセンターからのお知らせ ―平成27年4月1日開設―

③話しかけながら、お年よりのペー
スで。水分の多いものと少ない
ものを交互に食べさせます。

④食後にはお茶や水を。　　　
気持ちよく食事を終えてもら
いましょう。

①水やみそ汁などで、口の中を
湿らせてあげます。

②食べやすい量を一口ずつ。飲
みこんだことを確認してから
次の一口を。

介護ワンポイント講座

　平成28年７月に各行政区へ福祉活動支援金の
ご依頼を申し上げ、10月18日現在で6，455，270円
のご協力をいただきました。
　この福祉活動支援金は、「おもちゃ図書館事業」
「児童生徒のボランティア活動普及事業」「高齢者い
きいきサロン」などの子どもから高齢者にいたるま
での各種地域福祉事業全般に役立ててまいります。

福祉活動支援金へのご協力
ありがとうございます

福祉活動支援交付金事業
（ミニサロン等交付金事業）のご紹介

食事のお手伝い食事のお手伝い

【参考】 絵で見るゆうゆう介護
「寝たきり」を防いで自立する老後を　　監修／鎌田ケイ子

　高齢になると食べる量が少なくな
り、低栄養に陥りやすくなります。栄養
バランスのよい食事をおいしく楽しく

食べられるような工夫をしましょう。

食事の工夫食事の工夫

●食べやすいように
やわらかく仕上げ、
隠し包丁を入れたり、
小さくカットして。

●盛り付けの工夫
「おいしそう」と
思ってもらえる
演出を。

ご相談・お問い合わせは  ☎.0241－23－3231喜多方市生活サポートセンター まで  （喜多方市総合福祉センター内）

仕事や生活のこと等に困っておられる方、まずはご相談ください。
❶まずは相談（来所、訪問希望に応じます）
❷相談内容を整理し、利用できる制度などないか検討します
❸一緒に解決策を考え、動きます（窓口・手続き等の同行支援）
　生活に困窮されている状況が少しでも改善するよう一緒に考えます。

秘密は厳守します。相談は無料です。

お金、暮らしの
ことで困って
いる

仕事がなかなか
見つからない

　地域の絆を築くための福祉事業に対して、福祉活
動支援金を財源とした交付金を昨年度より交付して
います。
　今年度は、すでに８件の申請を頂き、地域におい
て高齢者いきいきサロンや世代間交流事業などに
役立てられて
います。
※申請者は、行
政区長となり
ます。詳しく
は本所・各支
所の地域福
祉係までお問
合せ下さい。 東四ツ谷行政区の交流事業東四ツ谷行政区の交流事業
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福祉センター2階カウンターに、ふと気がつく
ときれいな花が飾ってあります。
しばらくすると、今度は違う花が挿してあり
ます。
センターを利用されている方が、いつもご自宅に咲いている花
を持ってきて、切れ間なく飾ってくださっています。
さりげなく、静かに挿してある花。花を見て怒る人はいないと言
いますが、本当にそのとおりで、心が和みます。
　いつもありがとうございます。

〈
喜
多
方
地
区
〉

・
伊
藤　

好
信

・
喜
多
方
理
容
師
会

・
別
府　

俊
輔

　
（
毛
布
・
シ
ー
ツ
・
バ
ス
タ
オ
ル
・

座
布
団
カ
バ
ー
）

・
五
十
嵐　

カ
ツ
子

〈
山
都
地
区
〉

・
宮
川　

健
一

熊
倉
町
本
林	

折
笠
　
　
哲

松
山
町
村
松
第
二
区	

唐
橋
嘉
久
郎

豊
川
町
綾
金	

五
十
嵐
民
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ツ
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丈
夫

南
町	

唐
橋
　
龍
男

豊
川
町
太
郎
丸	

富
山
　
一
雄

寺
町
二
区	

佐
藤
　
慶
子

関
柴
町
小
松	

小
檜
山
満
好

豊
川
町
太
郎
丸	

齋
藤
　
弘
治

関
柴
町
関
柴	

大
竹
　
淳
一

北
町	

星
　
　
宏
一

慶
徳
町
山
崎	

田
部
　
文
紀

岩
月
町
宮
中	

穴
澤
　
新
吉

慶
徳
町
真
木	

大
川
原
義
男

上
三
宮
町
上
三
宮
一
区	

高
橋
　
良
人

関
柴
町
布
流	

小
田
切
久
男

東
ひ
ば
り
が
丘	

五
十
嵐
克
則

岩
月
町
稲
村	

伊
藤
　
好
信

松
山
町
坂
井	

大
竹
　
　
巌

豊
川
町
綾
金	

山
口
　
ツ
ネ

関
柴
町
上
勝	

遠
藤
　
伝
成

山
岩
尾	

遠
藤
　
勝
美

赤
崎	

髙
澤
　
　
博

金
屋	

猪
俣
　
浩
一

田
中	

荒
川
新
一
郎

半
在
家	

宇
内
　
清
司

日
中	

遠
藤
ひ
と
み

針
生	

長
坂
キ
ク
ノ

新
崎	

山
口
　
公
平

田
中	

小
澤
　
幸
作

宇
津
野	

吉
田
　
善
晴

新
崎	

東
重
　
主
英

貝
沼	

福
地
　
佳
和

12
区	

五
十
嵐
恒
人

江
添	

小
熊
千
代
一

竹
屋	

大
川
原
敏
男

14
区	
安
藤
　
智
夫

宮
ノ
目	
田
中
　
周
一

5
区	
内
海
　
義
光

5
区	

渡
邉
　
　
進

上
窪	

内
海
　
量
行

能
力	

大
竹
奈
津
夫

田
中	

五
十
嵐
　
貢

宮
ノ
目	

堀
部
　
義
恒

源
太	

川
上
　
治
夫

東
常
世	

森
　
　
政
行

2
区	

菅
谷
　
修
一

沖	

金
田
　
　
弘

大
田
木	

平
田
　
藤
光

舘
原	

後
藤
　
善
吉

木
曽	

宮
城
　
忠
博

本
木	

遠
藤
　
宏
之

上
林	

折
笠
　
　
守

上
林	

佐
藤
　
　
譲

広
野	

清
野
　
良
明

舟
引	

竹
田
　
虎
男

舘
原	

佐
藤
　
信
一

沼
ノ
平	

岩
橋
　
弘
隆

三
ツ
山	

小
澤
　
英
一

舟
岡	

瓜
生
　
時
彦

広
野	

永
山
　
正
晴

川
井	

清
野
　
真
理

川
井	

松
本
　
吉
雅

揚
津	

相
良
　
　
健

喜
多
方
地
区

熱
塩
加
納
地
区

塩
川
地
区

山
都
地
区

高
郷
地
区

一
般
寄
付

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
28
年
7
月
1
日
〜
9
月
30
日
受
付
分
）
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

きれいなお花を
　いつもありがとう
　　ございます

～ほっとNEWS～
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※きたかた社協だよりの作成経費は、福祉活動支援金・賛助会員会費及び共同募金配分金等を
　活用させていただいております。

平成２９年度採用職員募集のお知らせ平成２９年度採用職員募集のお知らせ

お 知 ら せ － information －

　本協議会では、市内の介護施設、事業所等での介護
職員不足が問題になっているなか、平成26年度から独
自に介護職員初任者研修に取り組んできましたが、本
年度は喜多方市からの委託事業として、夜間コースを
設けるなど更にパワーアップした研修事業として開催
しています。
　市内の社会福
祉法人や医療機関
等にも協力をいた

だきながら昼コース（9/27開講）に１２名、夜間コース
（9/6開講）に１０名が受講され、計１３４時間の講義、
実技演習、施設実習などに取り組んでいます。
　一人でも多くの方が、介護職員として活躍されること
を期待しています。

区 分 採 用
予定人数 必 要な資 格 その他の受験資格

※昭和46年４月２日以降に
　生まれた者

※第一種普通自動車免許

次のいずれかの資格を有する者
①社会福祉士
②介護支援専門員
 ●更新の手続き済みの者
 ※平成29年 3月末日までに 
 　取得見込みの者を含む

福祉総合職員
※配属予定先
　地域福祉係、
　生活サポートセンター、
　地域包括支援センター、
　ケアプランセンターなど

1名

※昭和51年４月２日以降に
　生まれた者

※第一種普通自動車免許

①保育士
②学校教育法の規定による
　幼稚園、小学校教育職員免許
③社会福祉士
 ※平成29年 3月末日までに 
 　取得見込みの者を含む

児 童 厚 生 員
※配属先
　喜多方市内の児童館又は
　児童クラブ館 2 名

平成29年4月1日採用予定平成29年4月1日採用予定

《試 験 日》 第１次試験（教養試験）
 平成28年１2月3日（土）午前10時  試験開始

第２次試験（作文・面接）
平成28年１２月21日（水）午前10時30分  試験開始

《受付期間》　平成28年10月24日（月）から平成28年11月18日（金）
　　　　　　　　　  　平日の午前8時30分から午後5時15分まで
《受付場所》　喜多方市社会福祉協議会 福祉課  〒966-0043 喜多方市字上江３６４６番地１
《郵送による受付》　平成28年11月18日（金）の消印があるものまで受付けます。
※詳しくは、本協議会ホームページをご覧いただくか、下記にお問合せください。

喜多方市社会福祉協議会 福祉課 TEL.0241-23-3231

介護職員初任者研修事業スタートしました！介護職員初任者研修事業スタートしました！
～ 介護職員養成・就労定着化事業：喜多方市委託事業 ～～ 介護職員養成・就労定着化事業：喜多方市委託事業 ～

編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112
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